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一　

も
う
ひ
と
つ
の
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本

　

本
稿
筆
者
は
、
平
成
二
八
～
二
九
年
の
二
年
間
、
明
日
香
の
奈
良
県
立

万
葉
文
化
館
の
共
同
研
究
に
参
加
し
た
（「
万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々

の
よ
ん
だ
万
葉
集
」
研
究
代
表　

乾
善
彦
氏
）。
そ
の
際
の
筆
者
の
主
た

る
担
当
は
、
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
は
、
江
戸
期
に

作
成
さ
れ
た
万
葉
集
写
本
で
、同
様
の
本
が
全
国
に
複
数
存
し
て
い
る
が
、

従
来
、『
校
本
万
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
万
葉
集
伝
本
研
究
で
は
言
及

さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
調
査
し
た
五
本
で
は
、
一
見
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
っ
く

り
な
様
相
で
あ
っ
た
が
、
底
本
は
、
活
字
付
訓
本
に
よ
る
も
の
と
寛
永
版

本
に
よ
る
も
の
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た

（
拙
稿「
新
た
な
万
葉
集
伝
本
群
の
発
見
―
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
―
」「
万

葉
集
古
代
学
研
究
年
報
」
第
一
七
号　

平
成
三
一
年
三
月
）。
こ
れ
ら
の

伝
本
群
は
、
関
西
大
学
を
は
じ
め
、
万
葉
文
化
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館

な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
調
査
を
行
っ
た
。
関
西
大
学
で

の
調
査
の
際
、
一
緒
に
調
査
し
て
い
た
乾
善
彦
氏
が
、
調
査
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
撮
影
の
折
に
、
も
う
ひ
と
つ
平
仮
名
傍
訓
の
本
を
見
つ
け
た
と

教
え
て
く
れ
た
。
万
葉
集
の
伝
本
で
、
平
仮
名
傍
訓
の
本
は
き
わ
め
て
珍

し
く
（
片
仮
名
傍
訓
本
な
ら
ば
さ
し
て
珍
し
く
は
な
い
）、
そ
の
折
に
調

査
し
て
い
た
伝
本
群
の
他
に
さ
ら
に
別
種
の
平
仮
名
傍
訓
の
本
が
あ
る
こ

と
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
万
葉
文
化
館
の
共
同
研
究
と
平

行
し
て
、
こ
ち
ら
の
平
仮
名
傍
訓
本
の
調
査
も
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
共
同
研
究
で
対
象
と
な
っ
た
平
仮
名
傍
訓
本
群
は
、
江
戸
時
代

の
万
葉
集
流
布
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
が
、
一
方
、
当
該
の
平
仮
名
傍
訓
本
も
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
重

要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
貴
重
な
も
う
一

も
う
一
つ
の
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本

―
関
西
大
学
蔵
の
題
詞
の
高
い
平
仮
名
傍
訓
本
―

田
　
中
　
大
　
士
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つ
の
平
仮
名
傍
訓
本
を
紹
介
し
、
簡
単
な
が
ら
万
葉
集
の
伝
本
史
の
中
で

の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

仙
覚
校
訂
本
大
矢
本
系
統 

　

 

関
西
大
学
図
書
館
蔵　

万
葉
集
（c911.211.2

−1

～20

）

　
　
　

装
幀　
　
　
　
　
　

列
帖
装

　
　
　

寸
法　
　
　
　
　
　

縦
二
三
・
五
糎
、
横
一
六
・
五
糎

　
　
　

表
紙　
　
　
　
　
　

綾
地
表
紙

　
　
　

書
写
推
定
年
代　
　

江
戸
初
期

　

当
該
本
は
、
平
仮
名
傍
訓
と
い
う
万
葉
集
伝
本
と
し
て
は
珍
し
い
付
訓

形
式
で
あ
る
。
万
葉
集
の
伝
本
は
、
平
安
時
代
の
写
本
は
平
仮
名
訓
で
歌

本
文
の
左
に
別
行
で
訓
が
付
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
平
仮
名
別
提
訓
で
あ
っ

た
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
は
、
歌
本
文
の
右
に
ル
ビ
の
よ
う
に
片
仮
名
で
訓

が
付
さ
れ
る
、
片
仮
名
傍
訓
が
主
流
と
な
り
、
仙
覚
校
訂
本
が
流
布
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
流
れ
は
さ
ら
に
圧
倒
的
に
な
る
（
た
だ
し
、
万
葉

歌
を
抄
出
す
る
な
ど
の
万
葉
集
関
係
の
歌
書
で
は
歌
を
平
仮
名
で
記
す
も

の
も
存
す
る
）。
江
戸
時
代
、
万
葉
集
の
享
受
の
主
体
と
な
っ
た
寛
永
版

本
も
、仙
覚
校
訂
本
を
元
に
し
て
い
る
た
め
、片
仮
名
傍
訓
の
形
式
を
取
っ

て
い
る
。
訓
が
平
仮
名
で
傍
訓
と
い
う
形
式
は
、
鎌
倉
時
代
書
写
と
言
わ

れ
る
断
簡
が
二
葉
残
る
だ
け
で（

1
（

、
そ
れ
以
外
に
は
、
万
葉
文
化
館
の
共
同

研
究
で
対
象
と
な
っ
た
平
仮
名
傍
訓
本
群
と
当
面
の
関
西
大
学
蔵
の
本
が

あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
面
の
本
は
、
一
連
の
平
仮
名
傍
訓

本
群
と
は
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
平
仮
名
傍
訓
本
群
が
い
ず
れ
も
題
詞
が

歌
よ
り
も
低
い
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
当
該
の
伝
本
は
、
題
詞
が
歌
よ

り
も
高
く
書
か
れ
て
い
る
（
以
降
、
当
該
本
を
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞

高
）
と
称
す
る
）。

万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
・
関
西
大
学
蔵
）

万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
低
・
関
西
大
学
蔵
）

　

題
詞
が
歌
よ
り
も
高
い
と
い
う
特
徴
は
、
日
本
の
詩
歌
集
で
は
万
葉
集

に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る（

2
（

。
現
存
の
万
葉
集
伝
本
で
も
、
最
古
の
桂

本
な
ど
は
こ
の
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
伝
本
の
中
で
圧
倒
的
に
多

い
の
は
、
仙
覚
校
訂
本
の
内
、
第
二
次
校
訂
本
で
あ
る
文
永
本
写
本
で
あ

る
。
仙
覚
は
、
第
二
次
校
訂
本
の
際
、
万
葉
集
の
古
い
伝
本
に
題
詞
が
歌

よ
り
も
高
い
特
徴
を
持
つ
こ
と
に
鑑
み
、
題
詞
を
高
く
提
示
す
る
と
い
う

方
針
に
変
更
し
て
い
る
。
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万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
低
・
関
西
大
学
蔵
）

　

題
詞
が
歌
よ
り
も
高
い
と
い
う
特
徴
は
、
日
本
の
詩
歌
集
で
は
万
葉
集

に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る（

2
（

。
現
存
の
万
葉
集
伝
本
で
も
、
最
古
の
桂

本
な
ど
は
こ
の
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
伝
本
の
中
で
圧
倒
的
に
多

い
の
は
、
仙
覚
校
訂
本
の
内
、
第
二
次
校
訂
本
で
あ
る
文
永
本
写
本
で
あ

る
。
仙
覚
は
、
第
二
次
校
訂
本
の
際
、
万
葉
集
の
古
い
伝
本
に
題
詞
が
歌

よ
り
も
高
い
特
徴
を
持
つ
こ
と
に
鑑
み
、
題
詞
を
高
く
提
示
す
る
と
い
う

方
針
に
変
更
し
て
い
る
。

　

当
該
の
平
仮
名
傍
訓
本
も
、
書
写
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
仙
覚
文

永
本
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仙
覚
文
永
本
に
も
い

く
つ
か
の
種
類
が
存
す
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
属
す
る
の
か
。
当
該
本
は
、

巻
一
と
巻
二
十
に
仙
覚
本
の
奥
書
が
存
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
一

奥
書
の
次
の
内
容
で
あ
る
。

万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
巻
一
奥
書

　
　
　

本
云

　
　
　
　

文
永
十
年
八
月
八
日
於
鎌
倉
書
写
畢

　

こ
れ
は
、
当
該
本
が
仙
覚
文
永
本
の
内
の
文
永
十
年
本
に
当
た
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
当
該
本
は
、
巻
二
十
末
に
寂
印
と
成
俊
の
奥
書

を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
該
本
が
、
仙
覚
文
永
本
の
文
永
十
年
本
の

う
ち
、
寂
印
・
成
俊
本
系
統
の
伝
本
に
依
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

寂
印
・
成
俊
本
系
統
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
大
矢
本
（
石
川

武
美
記
念
図
書
館
蔵
）
を
中
心
と
す
る
大
矢
本
系
統
と
京
大
本
（
京
都
大

学
附
属
図
書
館
蔵
）
を
中
心
と
す
る
京
大
本
（
中
院
本
）
系
統
で
あ
る
。
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大
矢
本
系
統
は
、
巻
七
に
顕
著
な
特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
巻
七
の
一
部

分
に
錯
簡
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
橋
本
進
吉
・
武
田
祐
吉
両
氏（

3
（

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
巻
七
の
一
部
、
旧
国
歌
大

観
番
号
一
一
九
四
～
一
二
〇
七
と
一
二
〇
八
～
一
二
二
二
と
の
丁
が
逆
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

4
（

。
つ
ま
り
、
大
矢
本
で
は
、
袋
綴
じ
の
前
後
一
丁

ず
つ
を
交
換
す
る
と
、
本
来
の
正
し
い
歌
の
並
び
に
戻
る
の
で
あ
る
。
こ

の
特
徴
は
、
同
じ
寂
印
・
成
俊
本
系
統
の
京
大
本
系
統
に
は
見
ら
れ
ず
、

大
矢
本
と
そ
の
系
統
に
の
み
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
本
に
は
、
巻

七
の
こ
の
よ
う
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
本
は
、

大
矢
本
系
統
の
一
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
仙
覚
文
永
本
の
系
統
を
簡
単
に
図
示
し
て
お
く
。

文
永
三
年
本

文
永
十
年
本 

頼
直
本

 

寂
印
・
成
俊
本 

大
矢
本
系
統
（
巻
七
錯
簡
本
）

 
 

中
院
本
（
京
大
本
）

三　

大
矢
本
系
統
の
三
つ
子

　

大
矢
本
に
は
、特
徴
を
同
じ
く
す
る
伝
本
が
あ
る
。『
校
本
万
葉
集
』（
首

巻
・
万
葉
集
諸
本
系
統
の
研
究
）
で
は
、

　
　

 

以
上
の
諸
点
を
考
慮
し
て
こ
ゝ
に
大
矢
本
と
も
つ
と
も
近
き
性
質
を

有
す
る
本
と
し
て
近
衞
本
、
金
沢
文
庫
本
、
図
書
寮
一
本
、
竹
柏
園

一
本
等
を
数
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
諸
本
が
、
い
わ
ゆ
る
大
矢
本
系
統
の
本
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、こ
の
う
ち
大
矢
本
と
近
衞
本
（
陽
明
文
庫
蔵
）

と
は
特
に
近
い
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補

（「
万
葉
集
諸
本
並
び
に
断
簡
類
の
解
説
」
昭
和
五
五
年
）
で
は
、
大
矢
本

と
同
じ
系
統
の
近
衞
本
を
校
合
に
加
え
る
事
に
つ
い
て
、
近
衞
本
が
、
大

矢
本
に
き
わ
め
て
近
い
本
で
あ
り
、
か
つ
よ
り
伝
本
と
し
て
優
れ
た
本
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
う
ち
、
本
稿
が
注
目
す
る

の
は
、
大
矢
本
と
近
衞
本
が
き
わ
め
て
内
容
の
似
た
本
で
あ
る
点
を
述
べ

る
次
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　

 

た
だ
両
本
が
各
面
の
行
数
を
同
じ
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
各
行
の
字

数
ま
で
も
、
稀
に
長
歌
や
題
詞
・
左
注
な
ど
の
漢
文
で
長
き
に
及
び

改
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
多
少
相
違
す
る
こ
と
は
あ

る
が
、
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
両
本
は
各
巻
の
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枚
数
、
最
後
の
丁
の
空
白
の
行
数
ま
で
同
じ
で
あ
る
。

　
　

 （『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
（「
万
葉
集
諸
本
並
び
に
断
簡
類
の
解
説
」

昭
和
五
五
年
）

　
　

　

ご
く
微
細
な
違
い
を
除
き
、
両
本
は
き
わ
め
て
相
似
た
写
本
と
言
う
こ

と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
が
指
摘
す

る
大
矢
本
と
同
じ
性
格
を
持
つ
と
さ
れ
る
諸
本
の
中
に
、
こ
の
二
本
と
相

似
た
性
格
を
持
つ
本
が
も
う
一
つ
存
す
る
。
図
書
寮
一
本
で
あ
る（

5
（

（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
）。『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
、

二
十
巻
中
巻
一
、二
、十
四
の
三
巻
を
欠
く
十
七
巻
の
本
で
、
巻
二
十
に
寂

印
・
成
俊
の
奥
書
を
持
ち
、
巻
七
の
錯
簡
も
大
矢
本
と
同
様
で
あ
る
本
と

す
る
（
巻
一
の
文
永
十
年
本
の
奥
書
は
、
巻
一
を
欠
く
た
め
、
確
認
で
き

な
い
）。
な
ら
ば
、
こ
の
本
が
大
矢
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
が
、
こ
の
本
は
、
そ
れ
以
上
に
大
矢
本
と
近
接
す
る
特
徴
を
持
つ
。

　
『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
で
は
、
大
矢
本
と
近
衞
本
と
の
微
細
な
違
い

の
事
例
と
し
て
、
巻
九
の
長
歌
一
八
〇
九
が
大
矢
本
が
十
六
行
な
の
に

対
し
て
、
近
衞
本
が
十
五
行
で
書
い
て
い
る
点
、
ま
た
、
巻
十
の
長
歌

二
〇
八
九
を
大
矢
本
が
八
行
で
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
近
衞
本
が
七

行
で
書
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
大
矢
本
は
、
近
衞
本
に
は
存

す
る
巻
十
の
短
歌
一
八
六
八
、一
八
七
〇
、二
三
四
七
を
欠
い
て
い
る
点
も

指
摘
す
る（
但
し
、別
紙
貼
り
紙
有
り
）。
一
覧
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

①
巻
九
長
歌
一
八
〇
九　
　

近
衞
本　

一
五
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢
本　

一
六
行

　
　

②
巻
十
長
歌
二
〇
八
九　
　

近
衞
本　

七
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢
本　

八
行

　
　

③
巻
十
短
歌
一
八
六
八　
　

近
衞
本　

あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢
本　

な
し

　
　
　
　
　
　
　

一
八
七
〇　
　

近
衞
本　

あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢
本　

な
し

　
　
　
　
　
　
　

二
三
四
七　
　

近
衞
本　

あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢
本　

な
し

　

と
こ
ろ
が
、
図
書
寮
一
本
は
、
右
の
諸
点
に
つ
い
て
、
多
く
の
場
合
で

大
矢
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、一
八
〇
九
は
十
六
行
、

二
〇
八
九
は
八
行
、
短
歌
三
首
は
一
八
六
八
、一
八
七
〇
は
欠
落
（
貼
り

紙
で
書
入
）、
二
三
四
七
は
あ
り
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
二
三
四
七
が
存

す
る
と
い
う
点
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
衞
本
と
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比
べ
て
も
図
書
寮
一
本
と
大
矢
本
と
は
た
い
へ
ん
近
い
内
容
と
い
え
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
大
矢
本
と
近
衞
本
と
は
、
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
内
容

の
近
い
本
で
あ
る
。『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
で
は
、
両
本
の
筆
跡
が
類

似
し
て
い
る
点
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
（
但
し
、
両
者
が
親
子
関
係
で
な

い
点
も
指
摘
し
て
い
る
）。
そ
の
両
本
の
間
に
図
書
寮
一
本
を
置
い
て
見

た
と
き
、
こ
の
本
が
、
近
衞
本
よ
り
さ
ら
に
大
矢
本
に
近
い
関
係
で
あ
る

こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
に
よ
れ
ば
、
大
矢

本
と
近
衞
本
は
、
い
わ
ば
双
子
の
関
係
と
も
言
え
る
が
、
実
は
、
図
書
寮

一
本
も
加
え
た
い
わ
ば
、三
つ
子
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の『
校

本
万
葉
集
』（
首
巻
）
で
指
摘
が
あ
っ
た
他
の
大
矢
本
と
近
い
と
さ
れ
る

伝
本
は
、
金
沢
文
庫
本
は
、
題
詞
が
歌
よ
り
も
低
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

ま
た
、
竹
柏
園
一
本
は
、
一
面
七
行
書
き
（
大
矢
本
な
ど
は
い
ず
れ
も
八

行
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
件
の
三
本
に
比
べ
る
と
、
内
容
が
隔
た
っ
て

い
る
。件
の
三
本
が
特
質
す
る
程
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

四　

図
書
寮
一
本
と
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）

　

図
書
寮
一
本
と
大
矢
本
と
の
密
接
な
関
係
は
ま
だ
あ
る
。『
校
本
万
葉

集
』（
首
巻
）
で
、
大
矢
本
は
、
書
本
（
書
写
の
際
の
底
本
）
の
姿
を
忠

実
に
写
そ
う
と
し
て
い
る
由
の
指
摘
が
あ
る
。

こ
の
本
は
行
数
字
数
な
ど
書
本
に
よ
つ
た
と
お
ぼ
し
く
、
わ
り
あ
ひ

に
よ
く
書
本
の
面
目
を
伝
へ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
点
が
あ
る
。
た
と

へ
ば
巻
四
、五
に
て
、
行
の
終
に
書
い
た
字
を
消
し
て
更
に
次
行
の

上
に
そ
の
字
を
書
き
、
或
は
反
対
に
行
の
最
初
の
字
を
消
し
て
前
行

の
下
に
そ
の
字
を
書
い
た
も
の
数
個
処
あ
り
、
そ
の
中
に
は
書
き
加

へ
た
る
字
の
傍
に
小
く
「
本
」
と
書
き
て
こ
れ
書
本
の
体
裁
な
る
こ

と
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
　
　

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、同
書
「
諸
本
輯
影
」（
昭
和
七
年
）
の
第
百
十
「
大

矢
本
万
葉
集　

そ
の
三
」
に
お
い
て
、
巻
五
、八
一
〇
～
八
一
一
の
画
像

を
載
せ
て
い
る
（
次
頁
）。

そ
し
て
、
そ
の
解
説
で
、

前
図
と
同
じ
本
の
巻
第
五
の
一
部
で
あ
る
。
第
一
行
の
下
端
の「
間
」

を
消
し
て
、
第
二
行
の
上
に
こ
れ
を
書
い
た
の
は
、
書
本
と
字
詰
を

等
し
く
さ
せ
よ
う
と
の
目
的
に
出
た
の
で
、な
ほ
第
二
行
と
第
三
行
、

第
四
行
と
第
五
行
、
第
七
行
と
第
八
行
と
に
も
同
様
の
用
意
が
看
取

さ
れ
る
。

　
　と

し
て
い
る
。
こ
の
解
説
に
依
れ
ば
、
大
矢
本
で
は
、
書
本
が
、
第
二
行

図
書
寮
一
本

　

当
然
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
行
配
置
、
字
詰
め
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ

き
は
、
先
に
指
摘
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
行
の
は
じ
め
と
終
わ
り
の
部
分
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
大
矢
本
が
注
記
で
指
定
し
た
字
詰
め
と
同
じ
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
、
図
書
寮
一
本
が
、
必
ず
し
も
大
矢
本
の

書
本
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
（
大
矢
本

の
指
定
を
反
映
さ
せ
て
写
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
故
）、
図

書
寮
一
本
が
大
矢
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
で
あ
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は
「
間
」
で
、
第
三
行
は
「
顔
質
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、
第
四
行
は
「
比

等
能
」
で
、
第
七
行
は
「
美
家
」
で
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
忠
実
に
再
現

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
の
画
像
は
、

図
書
寮
一
本
の
同
じ
部
分
で
あ
る
。

大
矢
本

図
書
寮
一
本

　

当
然
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
行
配
置
、
字
詰
め
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ

き
は
、
先
に
指
摘
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
行
の
は
じ
め
と
終
わ
り
の
部
分
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
大
矢
本
が
注
記
で
指
定
し
た
字
詰
め
と
同
じ
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
、
図
書
寮
一
本
が
、
必
ず
し
も
大
矢
本
の

書
本
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
（
大
矢
本

の
指
定
を
反
映
さ
せ
て
写
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
故
）、
図

書
寮
一
本
が
大
矢
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
で
あ
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ろ
う
。
一
方
、
近
接
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
近
衞
本
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の

相
似
た
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
の
指
摘
通
り
、

大
矢
本
巻
四
、五
に
は
、
こ
の
よ
う
な
注
記
が
二
一
箇
所
ほ
ど
見
ら
れ
る

が
（
一
行
分
を
一
箇
所
と
し
て
計
算
し
て
）、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
図
書

寮
一
本
は
、
大
矢
本
の
指
定
の
字
詰
め
と
合
致
し
て
い
る
。
一
方
、
近
衞

本
で
は
、
九
ヶ
所
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、

近
衞
本
も
半
数
は
一
致
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通

り
、
近
衞
本
は
、
全
体
と
し
て
大
矢
本
と
酷
似
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
あ
た
り
の
字
詰
め
も
偶
然
に
一
致
す
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
一
致
も
半
数
に
届
い
て
い
な
い
と
考
え
る

べ
き
所
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
し
て
、
大
矢
本
の
指
定
と
図
書
寮
一
本
と

が
す
べ
て
一
致
す
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
長
歌
の
行
数
以
上
に
、

大
矢
本
と
図
書
寮
一
本
と
の
密
接
な
関
係
を
示
す
証
左
と
言
う
こ
と
が
出

来
よ
う
。

　

こ
の
二
本
の
近
接
関
係
は
、あ
る
意
味
驚
く
べ
き
程
の
近
さ
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
驚
く
の
は
、本
稿
で
話
題
に
し
て
い
る
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）

が
、
今
の
部
分
、
す
べ
て
図
書
寮
一
本
と
合
致
す
る
点
で
あ
る
。
次
に
挙

げ
る
の
は
、
先
に
掲
げ
た
大
矢
本
、
図
書
寮
一
本
と
同
じ
部
分
で
あ
る
。

関
西
大
学
蔵
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）

　

大
矢
本
で
字
詰
め
が
指
定
さ
れ
た
四
箇
所
す
べ
て
が
図
書
寮
一
本
と
同

様
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
は
、
大
矢
本
で
見

ら
れ
る
二
一
箇
所
の
注
記
に
つ
い
て
、
す
べ
て
図
書
寮
一
本
は
同
じ
字
詰

め
に
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
で
指
摘
さ
れ
た
巻
九
の
長
歌
の
行
数

や
歌
の
欠
落
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
大
矢
本
と
同
じ
形
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
図
書
寮
一
本
で
は
存
し
て
い
た
二
三
四
七
を
含
め
て
、
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大
矢
本
と
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
大
矢
本
の
三
つ
子
の
本
と
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
と

の
複
雑
な
関
係
を
も
う
一
つ
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
校
本
万
葉

集
』
新
増
補
で
は
、
大
矢
本
と
近
衞
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
巻
六
、

一
〇
二
八
の
題
詞
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
近
衞
本
の
当
該
部
分
は
、
同
書

「
諸
本
輯
影
第
四
十
八
」
に
画
像
が
あ
る
（
題
詞
部
分
の
み
引
用
）。

近
衞
本

　

こ
れ
は
、
同
書
の
解
説
に
依
れ
ば
、

　
　

 

十
一
年
己
卯　

天
皇
遊
獵
高
圓
野
之
時
☆
小
獣
泄
走
都
里
之
中　

於

是
適
値
勇
士
生
而
見
獲
即
以
此
獣
獻
上
御
在
所
副
歌
一
首

獣
名
俗
曰

牟
射
佐
妣

と
い
う
部
分
の
☆
に
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
特
有
の
「
獲
遁
走
堵
中
」
と

い
う
句
が
混
入
し
た
も
の
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
大
矢
本
は
、
こ
の
部
分

は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
別
紙
貼
り
紙
で
書
か
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

で
は
、
図
書
寮
一
本
は
と
い
う
と
、
や
は
り
こ
の
本
文
は
な
く
、
京
大

本
代
赭
書
き
入
れ
に
よ
る
と
お
ぼ
し
き
書
入
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
に
対
し

て
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

関
西
大
学
蔵
平
仮
名
傍
訓
本

　

本
文
中
に
「
獲
遁
走
堵
中
」
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
三
本
の
中
で
は
近

衞
本
に
近
い
。

　

以
上
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
は
、
大
矢
本
系
統
の
三
つ
子
の
伝

本
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
本
文
を
持
つ
が
、
細
部
に
お
い
て
は
い
ず
れ
の

本
と
も
完
全
な
一
致
は
し
て
い
な
い
。
但
し
、
大
矢
本
系
統
の
三
本
は
き

わ
め
て
近
接
し
た
伝
本
群
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
巻
七
の
錯
簡
の
共
有
な

ど
か
ら
考
え
て
も
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
が
、
そ
の
他
の
系
統
を

底
本
と
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
大
矢
本
系
統

三
本
、
或
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
未
知
の
本
の
何
れ
か
の
本
を
底
本
と
し
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て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

　

以
下
の
こ
と
は
、
当
面
の
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
と
は
直
接
関
係

の
な
い
こ
と
な
が
ら
、
大
矢
本
系
統
の
三
本
が
、
と
も
に
酷
似
し
た
内
容

を
持
つ
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
現
在
こ
の
よ
う
に
酷
似
し
た
本
が
三
つ

残
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
類
似
の
伝
本
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
、
仙
覚
文
永
本
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
本
の
内
の
二
本
、
近
衞
本
と
図
書
寮
一

本
と
が
、
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
（
い
わ
ゆ
る
禁
裏
御
本
）
と
同
様
の
書

き
入
れ
を
有
し
て
い
る
点
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

五　

仙
覚
校
訂
本
と
の
違
い

　

仙
覚
校
訂
本
は
、
単
に
諸
本
を
校
訂
す
る
だ
け
で
な
く
、
本
に
様
々
な

注
記
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
は
、
第
一
次
校
訂
本
の
寛
元
本

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
寛
元
本
の
本
来
の
姿
が
十

分
に
判
っ
て
い
な
い
。
か
つ
、
今
回
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
は
第

二
次
校
訂
本
の
文
永
本
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
文
永
本
に
基
づ
い
て

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
指
摘
で
き
る
の
が
、
訓
の
色
分
け
で
あ
る
。
仙
覚
は
、
訓
を
三

色
に
分
け
て
付
し
て
い
る
。
墨
の
訓
は
古
点
、
次
点
の
訓
で
あ
る
。
古
点

と
次
点
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
基
本
的
に
墨
の
訓
は
、
仙

覚
が
見
た
諸
本
に
訓
が
あ
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、

朱
の
訓
は
従
来
の
諸
本
に
訓
が
な
く
、
仙
覚
が
新
た
に
訓
を
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
新
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
青
い
訓
が
存
す
る
。
仙
覚

は
、
新
点
以
外
は
、
従
来
あ
る
諸
本
の
訓
で
良
い
も
の
を
採
用
す
る
と
い

う
基
本
方
針
を
採
っ
て
い
る
が
、
部
分
的
に
い
ず
れ
の
訓
に
も
満
足
で
き

な
い
場
合
は
、
仙
覚
が
考
案
し
た
訓
を
青
で
記
し
た
。
こ
れ
を
紺
青
訓
と

い
う
。
こ
れ
ら
の
色
分
け
に
よ
り
、
由
来
の
古
い
訓
か
ら
仙
覚
の
新
た
な

訓
ま
で
、
歌
々
の
訓
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
。
訓
の
歴
史
と
い
う
点
で

は
、
古
点
と
次
点
と
の
区
別
が
存
す
る
。
古
点
は
村
上
朝
で
初
め
て
付
さ

れ
た
訓
、次
点
は
そ
れ
以
降
に
付
さ
れ
た
訓
で
あ
る
。仙
覚
は
、次
点
に
は
、

歌
の
肩
な
ど
に
朱
の
合
点
を
付
し
て
い
る
。
仙
覚
文
永
本
で
は
、
こ
の
よ

う
に
、
か
な
り
き
め
細
か
く
付
訓
の
歴
史
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

次
に
は
、
短
歌
、
旋
頭
歌
、
長
歌
な
ど
の
歌
体
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
。

仙
覚
校
訂
本
に
は
、
数
が
圧
倒
的
に
多
い
短
歌
以
外
の
歌
体
に
は
、
歌
の

頭
に
朱
な
ど
の
星
（
黒
丸
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
万
葉
集
を
読

み
進
め
て
行
く
と
き
、
短
歌
以
外
の
歌
体
で
あ
る
旨
注
意
を
喚
起
す
る
意

図
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
長
歌
の
場
合
は
、
句
ご
と
に
句
切
り
符
号
が

付
さ
れ
て
お
り
、
旋
頭
歌
に
も
句
切
り
符
号
が
存
す
る
。
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ま
た
、歌
本
文
に
朱
で
雁
金
点
な
ど
が
付
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
万
葉
集
の
歌
本
文
を
い
か
に
読
み
下
し
て
い
る
か
の
指
標
と
し

て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

題
詞
や
左
注
で
人
名
が
出
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
人
名
に
対
し
て
の

解
説
が
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
稀
に
題
詞
の
用
語
に
つ
い

て
注
記
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
朱
記
さ
れ
る
。

　

以
上
、
略
述
し
て
き
た
が
、
仙
覚
校
訂
本
は
、
単
に
諸
本
を
校
訂
し
、

良
い
本
文
を
提
供
す
る
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
万
葉
集
を
読
む
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
種
の
注
釈
と
も

言
っ
て
良
い
要
素
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
、
具
体
的
に
仙
覚
校
訂
本
の
伝
本
で
見
て
行
こ
う
。
次
に

示
す
の
は
、
図
書
寮
一
本
の
巻
三
、二
六
一
の
長
歌
の
歌
と
題
詞
で
あ
る
。

図
書
寮
一
本

　

第
二
行
の
冒
頭
「
八
隅
知
之
」
の
肩
に
朱
の
合
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

句
の
頭
に
朱
の
「
●
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
歌
が
次
点
歌
で
あ
る
印

で
あ
り
、
ま
た
、
長
歌
で
あ
る
印
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
歌
本
文
「
八
隅
知

之
」
と
「
吾
大
王
」
と
の
間
に
朱
の
点
「
・
」
が
あ
り
、
こ
の
朱
点
は
句

ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
長
歌
に
つ
い
て
の
句
切
り
符
号
で

あ
る
。
ま
た
、
第
三
行
の
最
終
句
「
及
常
世
」
の
「
及
」
と
「
常
」
と
の

間
に
朱
で
雁
金
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
句
を
「
ト
コ
ヨ
ナ

ル
マ
デ
」と
反
っ
て
読
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。そ
れ
か
ら
、第
一
行
の「
新

田
部
皇
子
」
の
右
側
に
朱
で
書
か
れ
て
い
る
「
天
武
天
皇
子
天
平
七
年
九

月
薨
」
は
、
新
田
部
皇
子
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
仙
覚
文
永
本
に
は
必
ず
書
か
れ
る
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
示

す
の
が
、
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
の
同
じ
部
分
で
あ
る
。

関
西
大
学
蔵
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
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こ
の
よ
う
に
、
今
説
明
し
た
要
素
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

他
の
部
分
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
本
に
は
訓
の
色
付
け
も
一
切
見

ら
れ
ず
、
新
点
、
訂
正
訓
な
ど
の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）
は
、
図
書
寮
一
本
な
ど
の
大
矢
本
系
統
の

伝
本
と
き
わ
め
て
近
い
内
容
を
持
ち
な
が
ら
も
、
仙
覚
校
訂
本
が
持
つ
右

の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
は
ほ
ぼ
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。そ
の
点
で
、

当
該
本
は
、
仙
覚
校
訂
本
諸
本
と
は
一
線
を
画
し
た
存
在
と
言
う
こ
と
が

出
来
る
。
そ
の
点
で
、
仙
覚
校
訂
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
訓
の
色
分
け

な
ど
が
失
わ
れ
た
版
本
（
活
字
付
訓
本
・
寛
永
版
本
）
や
そ
れ
ら
を
底
本

と
し
た
平
仮
名
傍
訓
本（
題
詞
低
）と
き
わ
め
て
似
た
状
況
の
写
本
に
な
っ

て
い
る
。　

〔
注
〕

（
1
）　

鎌
倉
時
代
書
写
の
平
仮
名
傍
訓
切
は
、
巻
一
の
二
葉
が
知
ら
れ
て

い
る
。
は
じ
め
、『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
「
系

統
の
み
な
ら
ず
名
称
も
未
定
で
、
校
合
に
加
え
な
か
っ
た
」
断
簡
と

し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
の
切
（
巻
一
、二
七
第
五
句
～

二
八
題
詞
）
が
記
載
さ
れ
た
。
の
ち
、
日
比
野
浩
信
「『
万
葉
集
』
断

簡
三
首
」（「
及
古
」
第
六
〇
号　

平
成
二
三
年
十
二
月
）
が
、
ツ
レ
で

あ
る
新
出
の
切
を
紹
介
し
た
（
二
六
～
二
七
第
四
句
・
日
比
野
氏
蔵
）。

な
お
、
日
比
野
浩
信
『
は
じ
め
て
の
古
筆
切
』（
平
成
三
一
年
）
に
、

こ
の
切
の
カ
ラ
ー
写
真
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
日
比
野
氏
の
紹
介
し
た

切
は
、
平
仮
名
傍
訓
で
、
か
つ
、
長
歌
に
訓
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
伝

本
の
存
在
は
、
仙
覚
以
前
の
伝
本
は
、
平
仮
名
訓
の
本
と
片
仮
名
訓
の

本
と
に
別
れ
、
後
者
は
長
歌
に
訓
が
あ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と

す
る
本
稿
筆
者
の
主
張
と
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
、
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
2
）　

中
国
や
我
が
国
に
残
る
万
葉
時
代
以
前
の
古
い
漢
籍
に
は
題
と
作

品
の
高
さ
が
同
じ
と
い
う
例
は
見
ら
れ
る
が
、
題
が
作
品
よ
り
高
い
と

い
う
事
例
は
見
ら
れ
な
い
（
拙
稿
「
広
瀬
本
万
葉
集
の
性
格
」「
文
学
」

（
季
刊
）
第
六
巻
第
三
号　

平
成
七
年
夏
）。

（
3
）　

仙
覚
校
訂
本
大
矢
本
系
統
巻
七
の
錯
簡
に
つ
い
て
は
、
武
田
祐
吉

「
萬
葉
集
巻
七
の
錯
簡
に
就
い
て
」（「
心
の
花
」
第
二
七
巻
第
三
号　

大
正
十
二
年
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧

名　

お
茶
の
水
図
書
館
）
蔵
の
橋
本
進
吉
氏
の
手
書
き
原
稿
「
大
矢
本

萬
葉
集
解
題
」（
大
正
七
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
武
田
論
文
発
表
前
に

武
田
氏
の
主
張
と
同
じ
内
容
が
橋
本
進
吉
氏
に
よ
っ
て
、
す
で
に
記
さ

れ
て
い
る
由
、
先
掲
拙
稿
「
新
た
な
万
葉
集
伝
本
群
の
発
見
―
万
葉
集

平
仮
名
傍
訓
本
―
」
で
す
で
に
述
べ
た
。

（
4
）　

こ
の
よ
う
な
混
乱
を
受
け
継
ぐ
寛
永
版
本
が
旧
国
歌
大
観
の
底
本
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と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
旧
国
歌
大
観
番
号
に
も
こ
の
混
乱
が
反
映
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
5
）　

図
書
寮
一
本
（506

・14

）
は
、
縦
三
〇
・
七
糎
×
横
二
三
・
三

糎
の
袋
綴
じ
の
大
型
本
。
一
面
八
行
。
罫
界
（
縦
二
四
・
四
糎
×
横

一
九
・
八
糎
）
を
持
っ
て
い
る
。

（
付
記
）
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
万
葉
集
平
仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
高
）、
平

仮
名
傍
訓
本
（
題
詞
低
）
に
つ
い
て
は
関
西
大
学
図
書
館
の
、
図
書
寮

一
本
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
、
大
矢
本
に
つ
い
て
は
石
川
武
美

記
念
図
書
館
の
、
近
衞
本
に
つ
い
て
は
陽
明
文
庫
の
掲
載
許
可
を
い
た

だ
い
た
。
な
お
、
近
衞
本
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙

焼
き
写
真
を
閲
覧
し
た
。
ま
た
、
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会JSPS

の
科
学
研
究
補
助
金
の
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
万
葉
集
仙
覚
校
訂

本
の
総
合
的
研
究
」
課
題
番
号18H

00646

代
表
研
究
者
田
中
大
士
）

に
基
づ
く
成
果
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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